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（施工方法等計画書）４. 地　　盤 ６．鉄骨工事

（１）地盤調査資料と調査計画 (１)鉄骨工事は指示のない限り下記による
有 （ 　 敷地内 　 近隣 ） 　 無 （ 調査計画 　 有 　 無 ）1. 本仕様の適用範囲 ３. 使用建築材料表・使用構造材料一覧表 日本建築学会「JASS6 2018年版」 「鉄骨精度検査基準」 「鉄骨工事技術指針」
調 査 項 目 資料あり 調査計画 調査項目 資料有り 調査計画 調査項目 資料有り 調査計画

一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」（レディーミクスコンクリート　JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308)（1）コンクリート（１）本仕様の適用範囲 ボーリング調査 静的貫入試験 標準貫入試験
鉄骨制作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」適 用 箇 所 設計基準強度 品質基準強度 スランプ cm 比 重 備 考

水平地盤反力係数の測定 土質試験 物理探査
（２）工事管理者の承認を必要とするもの階 部 位 (スランプフロー)Fc=N/m㎡ Fq＝N/m㎡ ｒ＝KN/m3 （使用部位）コンクリートとJIS G 3112に規定するSD295、SD345、SD390およびSD490の鉄筋 試験堀（ 支持層の確認 ） 平板載荷試験 液状化判定

柱　 　壁　 製作要領書　　 工作図　　 施工計画書
コンクリート用棒鋼を用いる高さが 60 m以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造等建築物の スウェーデン式サウンディング 現場透水試験 PS検層梁　 　床版 認定工場（大臣認定　 S　 H　 M　 R　 J 　グレード）
設計及び工事に適用する。 柱　 　梁　  壁

材料規格証明書 ※、　または試験成績書
床版（２）仕様書等の優先順位

鋼材　　　 高力ボルト　　　 特殊ボルト 頭付スタッド柱　 　梁　  壁設計図書および仕様書の優先順位は以下による。 注） 上記表中の資料があるもの、調査計画が有るものに〇を記入する。
床版 ※一社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。①特記仕様
柱　  梁　  壁 （２）ボーリング標準貫入値、土質構成 社内検査表（基礎・杭の位置を明記すること）

②設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など） 床版
（３） 工事監理者が行う検査項目③標準図（鉄筋コンクリート構造配筋標準図など） 柱　 　梁 　 　壁

（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）床版④建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等
現寸検査  組み立て・開先検査　　 製品検査 　 建方検査　柱　 　梁　  壁

床版 （４） 接合部の溶接は下記によること
床版 ２. 建築物の構造内容 平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ
基礎　 地中梁 

鉄骨造等の建築部の工事に関する東京都扱要綱（１）建築場所
日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、ⅥⅦ、Ⅷ、Ⅸ」

※本仕様適用外土間コンクリート
日本建築学会「鉄骨工事技術指針 工事現場施工編」※本仕様適用外捨てコンクリート（２）工事種別

（５）接合部の検査ポルトランドセメント(   普通    中庸熱  低熱 　 ) （ 　）新築　　 増築 　改築　
（ 　）

 必要  必要としない（３）構造設計一級建築士の関与
（ 　）

検査率又は検査数法第20条第二号（ 　 RC高さ20 m超　　 S造 4 階以上　　 木造高さ 13 m超　　 その他　）
砂 山砂 砕砂 検 査 箇 所 検査方法 備 考

第三者受入検査工場自主検査 工事監理者砂利 砕石

完全溶け込み溶接部 ※平成12年建設省告示外観検査（※） ％　個 ％　個 ( ）（４）階数 水道水　　 　地下水 工業用水　 地下　　　階　　　　地上　　　階　　　　塔屋 階
（付け合わせ溶接） 第1464号第二号による 材齢 （ 　 28日　 　56日　　 91日 　） 超音波探傷検査 ％　個 ％　個 ( ）地下　　　階　　　　地上　　　階　　　　塔屋 階 （目視及び計測）

 養生 （ 　 標準　　 現場水中　 　現場封かん  　 ） 内質 硬さ試験 ％　個 ％　個 ( ）地下　　　階　　　　地上　　　階　　　　塔屋 階 検査185kg/m3 以下　  　175kg/m3　以下　 (注)東京都の要綱に
示温塗料塗布 ％　個 ％　個 ( ）(注)（５）構造種別 基づき必要となる建築270kg/m3 以上

マクロ試験・その他 　　個 　　個 ( ） 物の場合に実施する
AE減水剤　　 高性能減水剤 構 造 種 別 該 当 階 等 架構特微等

外観検査（※） ％　個 ％　個 ( ）鉄筋コンクリート造　(RC）  基礎　　　階～　　階 　 免震建物
第三社検査機関名 (都知事登録 号　）4.5％ 　　3.0％　階～　　階 　制震建物鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)

0.3kg/m3 以下 第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は、工事施工者が、受け入れ検査を代行させるために自ら契約した　階～　　階 　塔状建物鉄骨造　　 　　 (S)
検査会社をいう。65％ 以下 　50％以下

注1）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100％行うこと（２）コンクリートブロック　（□ JIS A 5406）
注2) 知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告することA種　　 B種　　 C種   厚　　 100　　 120　　 150　　 190　使用箇所（ 　　  　　）

（６）主要用途 （３）鉄　筋 高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すtること）

鉄 筋 種 類 使用径 mm 使 用 箇 所 備 考事務所　　　共同住宅　　　病院　　　店舗　　　倉庫
SD295 重ね継手 一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常がないことを確認する。（７） 屋上付属物
SD345 ガス圧接継手

キュービクル　　KN　　 高架水槽 KN　　  広告塔 　KN　　 煙突　　　m　 トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。
SD390 溶接継手異 形 鉄 筋太陽光発電設備 （６） 防錆塗装SD490 機械式継手（JIS G 3112）

（８）設計荷重
防錆とその範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

(a)主な積載荷重  機械式定着工法 錆止めペイントは、　JIS K 5621　　JIS K 5625　　JIS K 5674　
床　　用室　　名 架構用 地震用 685 大臣認定番号 （フォースター F☆☆☆☆）を使用し、2回塗を標準とするが、実状に応じて決定すること。注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

785 MSRB- 現場における高力ボルト接合部および接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆高強度せん断補強筋 ５. 地業工事1275 止めペイントを使用し、２回塗とする。

ベタ基礎  布基礎  独立基礎  試験堀　　 有　　 無（１）直接基礎
溶 接 金 綱

（JIS G 3112） （7）耐火被覆の材料
浅層混合処理工法 　 深層混合処理工法　　（２）地盤改良

注1） SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。
深さGL-　　　m　　長期許容支持力度　　　　　KN/㎡　　　 　　　　積載試験　　 有　　 無

注2） 各継手の使用詳細については本仕様その2の9.(2)鉄筋継手の項に■にて表示すること。
注)「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2018」を参考とする

Co＝　　　　　Z＝ Rt＝ 　K（地下）＝ （４）鉄　骨 ７.設備関係(c)風荷重
種 類 使用箇所 現場溶接 JIS規格・認定番号等 支持層の想定深度分布図を作成し、杭と支持層の関係を確認する。（３）杭基礎

地表面粗度区分　　　　基準風速　Vo＝　　　　KN/㎡ SN400A SN400B SN400C 有 無 JIS G 3136 施工計画書に施工時における試験杭と本杭の支持層の確認方法を明記する。
(d)雪荷重 SN490B SN490C 有 無 JIS G 3136 支持層の確認結果を施工結果報告書にまとめる。

垂直積雪量　　　　cm　　　設計用雪荷重　　　　KN/㎡ SS400 SS490　 有 無  JIS G 3101
(e)特殊の荷重及び仕上材 杭　 種 材　 料 施 工 法 備　 考SM400A SM490A 有 無  JIS G 3106

エレベーター 　KN　　　基 　受水槽　　　KN　 エスカレーター 場所打ち コンクリートFc  N/mm3 オールケーシング 認定BCR295 TSC295　 有 無 大臣認定品 認定番号 MSTL-

コンクリート杭 スランプ 　　m以下 リバースサーキュレーションBCP235 BCP325 有 無  大臣認定品 認定番号 MSTL-  第 　　号

STKR400 有 無  JIS G 3466 セメント量 /m3（９）構造計算ルート
SSC400 有 無  JIS G 3350 単位水位 　　kg/m3

（10）一次設計時用層間変形角
溶接材料  JIS Z

Ｘ方向　　1/ rad Ｙ方向　　1/ rad

（11）付帯工事 （５）ボルト等
既製杭・杭種門扉　　　　擁壁 駐輪場　　　　機械式駐車場 高力ボルト

Ⅰ種　　Ⅱ種　 　Ⅲ種PRC（12）特定天井 F10T（JIS B 1186 　 S10T　大臣認定番号(　　 　)　　（  M16, 　M20, 　M22, 　M24,    ）
 A種　　 B種　  　C種PHC有 　　無 溶融亜鉛メッキ高力ボルト F8T 大臣認定番号(　 　 )　(  M16,  M20,  M22,  M24,  )

鋼管（13）屋根、床、壁
SCボルト(JIS B  1180)  M   M　  4.8(4T)　

材 種 型式 厚 その他 使用箇所 仕様・構法 アンカーボルト(構造用アンカーボルト) 杭仕様 施工計画書承認 杭施工結果報告書

ALC 　（JIS A 5416） スライド 　 ボルト止め SS400　 M　　　L＝　　　mm　　ナット(　 シングル 　ダブル) 試験杭 （　　有　　無）　　（　　打ち込み　　 載荷 　　孔壁測定） 本 厚  壁　  床版
押出し成形セメント版 ロッキング 杭径(mm) 設計支持力(kN) 杭の先端の深さ(m)ABR400　M　　　L＝　　　mm　 ナット(　 シングル  ダブル) (JIS B 1220)

 壁　  床版ハーフPca版   Pca版  厚

折 版  H= 　　 厚   屋根

特殊デッキプレート大臣認定(　  )  型式　　厚  屋根  床版

(b)１次設計用地地震力

高炉セメント (  Ａ種　  Ｂ種　  Ｃ種 ）

セメントの種類

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

構造体コンクリート強度を

保証する材齢

単位水量

単位セメント量

混和剤

空気量

塩化物量

水セメント比

深さGL- m　　支持層-　 長期許容支持力 KN/㎡ 載荷試験　　 有　　 無

STKR490　

軸力導入試験　　　要　　　否　　　高力ボルト滑り係数試験　　　要　　　否

エレベーター・エスカレーターの駆動装置等は構造体に安全に緊結されていること。

建築設備の構造及び構造体への緊結部分は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。

建築物にもおける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等

に対して構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。

煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5㎝以上とした鉄筋コンクリート造とすること。

設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力に対して適切に支持されている

こと。

設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。

また、地震時の層間変形に追従できること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

かつ5cm以上を原則とする。

床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上

８.その他

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を保管すること。

深 N 標準貫入試験
土 室 〇調査地番

度 値 10 20 30 40 50 60

〇位置図

〇支持地盤、地層及び深さに
ついてのコメント

〇孔内水位

GL-　 　m

〇近隣データの調査地番と
設計地番とは約　 mの距離がある

〇備考 （土質試験の内容等）

・訂正箇所は下線を引くこと

摘要は　■　印を記入する。

Ｘ方向ルート　　－（　　）　　　Yルート　　－（　　）

種　　類

鋼材

鋼材

コンクリート Fc85

コンクリート Fc105

材   料 施 工 法

埋め込み

打ち込み

備　考

第   　号

　年 　月 　日

認定

　年 　月 　日アースドリル

深 礎 手堀

機械堀

拡底杭

鋼管補強杭

拡頭・拡底杭

２０２１年１２月１日発行　一般社団法人　東京都建築士事務所協会　監修　東京都建築構造行政連絡会

本特記仕様および配筋標準図は、設計基準強度が 18 N/m㎡以上 60 N/m㎡以下の

頭付スタッド(JIS B1198)

φ＝ 　L＝ mm　　使用箇所(　 柱　　 大梁　　 小梁)

φ＝ 　L＝ mm　　使用箇所(　 柱　　 大梁　　 小梁)

 M  L＝　　　mm　　ナット(　 シングル 　 ダブル) 

溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）

新 構造設計特記仕様 その１

新 構造設計特記仕様 その１

建築構造
1：1

S-01

30Ⅲ

1 21 21 18 23 増設壁

D10～D16 増設壁

隅肉溶接 100

55 1.1

増設壁D19～D25

屋根

4.5 30

みさかの湯大規模改修工事

配筋詳細図

山梨県笛吹市御坂町成田2200

1

1

別図参照

〇

〇
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第１章　　工　事　概　要

１．工事件名　　

２．工事場所　　

1696.70㎡３．工事規模

４．工事範囲  　本工事は「　　　　　　　　　　　　　　　 」

の内、耐震壁増設、及びそれに伴う補強に関するものである。

尚、別途設備工事に留意すること。

ａ）延床面積：

ｂ）建築構造：

６．工事内容  　本工事は原則的にＲＣ建物を対象に鉄筋コンクリート壁

又は鉄骨ブレース壁増設工事を行うものである。

尚、これらの工事項目を挙げれば、次のような内容となる。

ａ）　仮設工事

ｂ）　撤去工事

ｃ）　耐震壁増設工事

ｄ）　上記に伴う改修工事

７．耐震補強概要

部

材

増

設

・ 鉄筋コンクリート巻立て  ・ 鋼板巻立て　・ ポリエステル繊維補強

・ 炭素繊維シート補強  ・ 炭素繊維成型板補強 ・ その他(  )

柱・梁

壁

・ ポリエステル繊維補強  ・ 炭素繊維シート補強

・ 壁厚の増大 ・ 開口部閉鎖

・ 耐震壁増設

・ 袖壁増設

・ 鉄骨ブレース増設

・ 鋼板パネル壁増設

・ 外付耐震補強

・ 制震パネル増設

・ その他

・ 外付鉄骨ブレース増設

・ アンカー接合 ・ 接着接合 ・ アンカー併用接着接合

・ 鋼管コッター接合 ・ その他(  )

その他
・ 構造スリット設置 ・ 腰壁・垂壁の撤去　・　ブロック壁の撤去

・ 床スラブの補強  ・ その他(  )

[ ・ 従来工法 ・ その他(   )]

[ ・ 従来工法 ・ その他(   )]

[ ・ 従来工法 ・ その他(   )]

[ ・ 従来工法 ・ その他(   )]

[ ・ 従来工法 ・ その他(   )]

[ ・ 従来工法 ・ その他(   )]

[ ・ 従来工法 ・ その他(   )]

(  )

部

材

へ

の

補

強

と
の
接
合

既
存
躯
体

５．工事計画  　本工事は、既存の構造体に対して部材を増設することに依って

耐震性の向上及び構造の改善を図るもので、既存躯体との接合が

極めて重要である。又、この施工は限られた場所で行われるもの

で、一般の建築工事とは施工方法等相当異なる面がある。

 よって、設計の主旨及び最終的な建物の状態を十分理解した上

で工法を選び、施工計画をたてなければならない。

 特に次の点に注意すること。

ａ）  躯体寸法、階高寸法その他は実測による。

ｂ）  既存コンクリートと新設部との定着を十分行い一体化を

図る。

ｃ）  騒音、粉塵及び汚染などの支障をおよぼす範囲をできる

だけ小さくする。

ｄ）　仕上及びコンクリート等の撤去に際しては、最小限必要

な範囲とし残り部分を傷めないように十分注意する。

ｅ）　既存配管、配線及び器具等を十分に調査し、損傷を与え

ないように注意する。

ｆ）　施工に先立ち全工程の施工計画書を作成し、監督員の承

認を得ること。各試験は試験方法、及び結果報告を遅滞

なく行う事。尚、施工計画書は工事種目別ごとに作成す

ること。

第３章　　仮　設　工　事

１．施工内容 ａ）　工事期間中に建物の一般使用が考えられるため

工事箇所周囲に仮囲を設け工事関係者以外の工事箇所へ

の立入を防ぎ安全を図る。又、工事関係車両及び一般の

使用者との出入口を明確に分ける。
ｂ）　増設部材の周りは、詳細な現地調査を行い施工性の向

上と安全性の確保を図る。

ｃ）　施工中、取合部の仕上げに損傷を与えないように必要

に応じて養生を行う。

第４章 撤去・改修工事

１．撤去工事の ａ）　　耐震壁増設に伴い、これらの増設部材が設置される

　　施工内容 構面内の既存仕上・躯体の撤去と土間等の一部を撤去

する。

ｂ）　増設部材と接する既存コンクリート面は十分に目荒し

を行う。

ｃ）　塗り仕上またはこれに準ずる仕上げ材、及び躯体を撤

去する場合は、カッターで切込み付けて既存部分の仕上

げに損傷を与えないよう十分注意する。

なお、躯体を撤去する場合は、既存部分の保護を図り、

両面からカッターで切り込みを付けてから撤去する。

２．撤去工事に ａ）　増設する部材に接する既存コンクリートは、電気ピッ

クで十分に目荒しを行い増設部材との一体化を図る。

なお目荒しは、深さ６mm程度の凹凸で全体を荒すように

する。
ｂ）　はつり工事は構造躯体に悪影響を与えない方法で、丁

寧に行うこと。

ｃ）　コンクリートは打設前に粉塵、はつりがら等を清掃し、

数日前から充分に水湿めを行う。

ｄ）　既存の躯体状態の確認及び補修。

ｅ）　撤去に際しては、廃棄物の処理に関する法律に準拠す

る。

第２章　　総　　則

１．適用範囲 　本工事は、設計図及び本特記仕様書に基づくものとし、

これらの記載なき場合は、「建築工事共通仕様書」｢改修工

事共通仕様書(以上全て令和7年度版とする｡）によるものと

する。但し、これらの仕様書の優先順位は次の通りにする。
ａ） 本特記仕様書

建築工事共通仕様書（社）公共建築協会ｂ）

改修工事共通仕様書（財）建築保全センターｃ）

尚、図面と仕様書との内容に相違があった場合や不明な箇所

が生じた場合は、全て監督員との協議によるものとする。

２．疑義又は 　すべて監督員との協議に依ること。

軽微な変更

３．その他 　以下に示す指針等については本工事の基本的な指針となる

ものであり、施工業者はその内容については十分精通した上

で、監督員の指示を受けること。

ａ） 改訂版　　既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修設計指

針・同解説（監修  国土交通省住宅局建築指導課）

ｂ） 建築物の耐震診断システムマニアル（編集　東京都都市計画

局）

おける

注意事項

第５章　鉄筋コンクリート壁増設工事

１．材料　（１）　使用材料及びメーカー指定

使用材料及びそれら材料のメーカー指定は、次の通りとする。

適 用 場 所 備 考種 類 スランプcm

全階共通

設計基準強度
Fc=N/mm2

コンクリート 2 1 1 8普通

コンクリート（ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ  JIS Q1001, JIS Q 1011, JIS A 5308) （規格品ｺﾝｸﾘｰﾄ）

２．工事内容　鉄筋コンクリート壁増設工事の主な施工内容は次の通りである。

ａ）　既存躯体の実測とスミ出し

ｂ）　増設壁取合せ部目荒らし

ｃ）　アンカー孔を施し、樹脂アンカーを設置する。
ｄ）　割裂補強筋の配筋

ｅ）　鉄筋配筋及び水湿

ｆ）　型枠の組立

ｇ）　清掃

ｈ）　無収縮コンクリート打

ｉ）　養生及び型枠撤去

ｊ）　レイタンス除去

ｋ）　型枠組立て

ｌ）　無収縮モルタルグラウト

ｍ）　型枠撤去及び清掃

ａ） 鉄筋（アンカー鉄筋）

ｂ） 無収縮コンクリート

○ レディミクストコンクリート使用

○ 膨張性混和材は、下記メーカー使用又は同等以上

とする。

・電気化学工業株式会社 デンカＣＳＡ＃２０

・太平洋マテリアル株式会社　太平洋エクスバン

調合は必要セメント量の１０％とし、混和材の分量を

必要セメント量から差し引く。

４） 粗骨材の最大寸法　２０mm以下。

５） スランプ　１８cm以下。

ｃ） アンカー

アンカーはカプセル型樹脂接着アンカーとする。

・旭化成工業株式会社

ＡＲケミカルセッター　ＨＰシリーズ

・日本デコラックス株式会社

　ケミカルアンカー　　　Ｈタイプ

もしくは同等品以上とする。

　同等品以上の認定については、公的機関による引張

強度、せん断強度の確認を必要とする。

（２） 試験・確認等

使用材料のうち次のものは、施工業者の責任において

工事検査・試験を行う。

ａ） カプセル型樹脂接着アンカー　（全数打音確認）

　引張試験は、各増設壁毎で１本の試験を行う。
2

場所は、梁上面で行いアンカー鉄筋の断面積×２ｔ/cm

の張力を確認する。

用棒鋼）に規定する熱間圧延異型棒鋼の規格品とする。

鉄筋は、ＪＩＳ　　Ｇ　　３１１２（鉄筋コンクリート

３．施工上の ａ） 　鉄筋及び型枠等加工にさきがけて、既存躯体の寸法等の実

測を行い、これらの納まりが確実になるよう充分な注意を払注意事項

う。

ｂ） 　樹脂アンカー等は、使用実績が多く信頼性の高いものを用

いること。また、コンクリートドリルの径は、樹脂アンカー

等及び定着孔の径に適合したものを用いる。この場合ドリリ

ングを行う前に部材幅方向に溝はつりを行い、既存鉄筋及び

埋設管の位置を確認し、それらの位置を避けてドリリングす

る。なお、鉄筋探知機などの方法により既存鉄筋及び埋設管

の位置が的確に把握できる場合には、これらの方法を用いて

も良い。

　鉄筋等支障により所定の位置に穴あけ出来ない場合は、ピ

ッチ7.5d以上、ゲージ5d以上、へりあき2.5d 以上の調節で

移動しても良い。

ｃ） 　型枠は、一般の型枠と異なり、周辺既存部材との接続とな

り、コンクリート打設に型枠の移動を生じたり、セメントペ

ーストが流失するおそれがあるので、サポート及びゴムパッ

キン等を用いて十分に注意を払う。

ｄ）

ｅ） コンクリートの打設はバイブレーター等を用いて密実なコ

ンクリートとする。

ｆ） コンクリートには膨張性の混和材を添加するので、コンク

リート強度の発現中（７日間程度）は十分な湿潤養生を行う。

又、養生期間中は振動等を与えないように注意する。

（膨張性混和材は、メーカーの管理において、生コン工場で

混入する。）

ｇ） コンクリート表面は付着を良くするため木ゴテ押さえ程度

とする。

割裂補強筋は図示に従い、スパイラル筋等を整然と配置する。

４．モルタル モルタル圧入工事はメーカーの責任施工とし、次の各項を

圧入工事 厳守して行うこと。

ａ） 　圧入モルタルは早強形特殊セメント形無収縮モルタルとし、

調合はプレ・ミックスとする。

ｂ） 　材料は下記メーカー、もしくは同等品以上とする。

・BASFｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝｼｽﾃﾑｽﾞ（株）マスターフロー５４０グラウト

・電気化学工業（株） デンカプレタスコンＴー１

・（株）ＡＢＣ商会　       ノンシュリンクライトグラウト

ｃ） 　事前に詳細な施工要領書を監督員に提出し承諾を得る。

ｄ） 　打込み前に既存コンクリート表面及びコンクリート打継部

の清掃及び水湿を充分に行う。

ｅ） 　圧入は適切な圧力で中断しないように行う。

ｆ） 　グラウト孔をスパン中央部上下端に、空気抜きを上部スパ

ン両端に設ける。

ｇ） グラウト孔にホースを接続し、連続圧送を行う。グラウト

モルタルが空気抜きに出てくることを確認した段階で、注入

を中断し、各空気抜きパイプを確認した後再び加圧グラウト

を行い、作業を終了する。

ｈ） 　グラウトモルタルの調合は下表を標準とする。
2設計基準強度は３０Ｎ／mm　以上とする。

１㎡当たりの １㎡当たりの 沈下値

標準使用量 J14ロート使用水量

(kg) (kg) (秒)

マスターフロー540 グラウト 2000 256～312 5～11

デンカプレスタコンT-1 1875 338 8±2

ノンシュリンクライトグラウト 1825 321 8±2

ｉ） モルタル圧入部の型枠は注入圧力に耐え得るグラウト用とし

周囲に急結性又は速乾性コーキング材を施し、モルタル漏れの

ないようにする。

Ｊ） モルタルグラウト型枠取り外し時期については監督員の指示

による。

ｋ） 　施工時及び養生期間中（７日間以上）は常に湿潤状態を保ち

圧入モルタルの温度を５°Ｃ以上に保つ。

ｌ） 　圧入モルタルの硬化中は圧入口、空気抜きパイプ等の密栓

（バルブ・コック）を確認し、有害な衝撃、振動を与えない。

ｍ） 　施工業者の責任において、試験体を作製し、公的機関で試験

を行う。

　試験は１日に施工する毎にＪ14ロート試験を行い、圧縮試験

体を作製する。試験体は、径５０mm、高さ１００mm の大き

さとし３本以上とする。

試験は「コンクリート標準示方書（土木学会）」プレパクド

コンクリートの圧縮試験方法による。

コンシステンシー試験はＪロート試験方法に準ずる。

施工内容 図示された極短柱部分について、じん性の向上を目的として

腰壁・垂壁等にスリットを新設し短柱解除を行う。

ａ） スリット巾はスリット長の1/100以上とし、壁と柱を切り離

すこと。 また設計図に指示がある場合はそれによる。

ｂ） 　状況により上記に沿えない場合には監督員との協議による。

第６章　耐震スリット工事

・ 重ね継手（D16以下）

・ ガス圧接継手（D19以上）

・ 溶接継手

・ 機械式継手

（　 ）

鉄筋

D16以下

D19以上

増設壁筋

開口補強、増打主筋

・ 材種

・ 大臣認定番号　MSRB -

・ SD295A

・ SD295B

・ SD345

・ SD390

異形鉄筋

(JIS G3112)

高強度せん断補強筋

丸鋼 (JIS G 3112) ・ SR235 スパイラル筋 6φ

種 類 径 使 用 個 所 継 手 工 法

・ 6φ150溶接金網（JIS G 3551）

構造図面に記載された事項は、本図に優先して摘要する。

鉄筋コンクリート構造

みさかの湯大規模改修工事 建築構造
1：1

S-02

構造改修特記仕様書 (1)
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みさかの湯大規模改修工事

みさかの湯大規模改修工事



縮　尺

A3 :

物件名称

図面名称
No.

区分

A1 :

表記の50%

アンカーの間隔　シングル配置 あと施工アンカー　シングル配置 あと施工アンカー　千鳥配置 アンカーの間隔　並列配置

ピッチ

（５ｄａ以上） （７．５ｄａ以上かつ
ピッチはしあき

３０㎝以下）
（７．５ｄａ以上かつ（５ｄａ以上）

３０㎝以下）

２
０

㎝
以

上

あと施工アンカーあと施工アンカー ２
０

㎝
以

上

圧
入

モ
ル

タ
ル

グラウト材グラウト材

割裂防止筋割裂防止筋
ゲージ

増設壁増設壁 （５．５ｄａ以上）壁厚

へりあき

（２．５ｄａ以上か主筋の内側）

樹脂接着アンカーの埋込長及び定着長あと施工アンカーの配置位置・打込長さ・定着鉄筋の定着長さ

既存躯体埋込長 補強壁体定着長

定着鉄筋 ８ｄａ １０ｄａ ２０ｄａ ３０ｄａ

（せん断） （引張） （頭付） （頭無し）

１３０以上 １６０以上 ３２０以上 ４８０以上Ｄ１６

１６０以上 １９０以上 ３８０以上 ５７０以上Ｄ１９

１８０以上 ２２０以上 ４４０以上 ６６０以上Ｄ２２

Ｄ２５ ２００以上 ２５０以上 ５００以上 ７５０以上

補強壁の開口補強筋端部が既存部にアンカーとなる場合、及び補強壁があと施工アンカー　良（○）

あと施工アンカー　不可（×） 曲げ壁である場合は、有効埋め込み長さを１０ｄａ以上とする。

開口補強（曲げ補強）筋アンカーの定着長さは、頭なしで４０ｄａとする。

割列防止筋の配置位置・径・ピッチ 接着系アンカーの施工手順

回転ドリル
既存梁

既存梁 吸引または アンカー筋ドリルによる穴ぐり ソケット
ブロアー

マーキング ブラシ

接合面割裂防止筋

増設壁増設壁

壁せん断補強筋

カプセル

穿孔 清掃 挿填 撹伴・固着 養生

耐震スリット

シアーコネクターの径及び配置は設計図による。

設計図に指示のない場合、縦・横＠６００とする。

ａ≧30 かつ ｈｗ/50

定着鉄筋 ２次シール

h
w

定
着

長

増打ち壁既存壁

定着長＝２０ｄ

増設壁のコンクリート打設方法の例

外部振動等により

締固め

下部コンクリート流込み

パイプ
注入口

約
2
0
0

約
2
0
0

Ａ法　グラウト注入工法の例

上部グラウト材注入

エア抜き10φ
フレキシブルホース パッキング

約
2
0
0

約
2
0
0約
1
0
0

はつり取り部分

コンクリート

隙間が出来易いので注意

フレキシブルホース

外部振動たたき締め
1段目打終わり

Ｂ法　コンクリート流込み工法の例

ポンプ圧送管

（コンクリート圧入)

オーバーフロー管

増設壁の例

構造図面に記載された事項は、本図に優先して摘要する。

Ｗ

Ｗ≧２５０（da＝22の場合）

Ｗ≧２００（da＝19の場合）

Ｗ≧１８０（da＝16の場合）

増設壁

Ｄ１９
500

Ｄ１３

＠２００

補強あばら筋

Ｄ１０　＠２００

割裂防止筋

あと施工アンカー

割裂防止筋

≦
２

０
m
m

はしあき

８
ｄ

ａ
以

上
２

０
ｄ

主筋

かぶりコンクリート せん断補強筋

壁　厚 １５０ １８０ ２００ ２５０ ３００

径 ９０ １２０ １４０ １９０ ２４０

ピッチ 　４０ 　４０ 　５０ 　６０ 　８５

割列防止筋の径とピッチ(鉄筋径φ6)

増打ち壁のシアーコネクター納まり

鉄筋用埋込式アンカー

あと施工アンカー　梁増打の場合

耐火目地
バックアップ材

１次シール
30以上

a

Ｃ法　コンクリート圧入工法の例

みさかの湯大規模改修工事 建築構造
1：1
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縮　尺

A3 :

物件名称

図面名称
No.

区分

A1 :

表記の50%

6,000 1,600 4,400 6,000 6,000 6,000 3,000 3,000 6,000 6,000 6,000 4,400 1,600 3,000
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みさかの湯大規模改修工事

母屋・垂木 : C-100×50×20×2.3 @600母屋・垂木 : C-100×50×20×2.3 @600
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みさかの湯大規模改修工事



縮　尺

A3 :

物件名称

図面名称
No.

区分

A1 :

表記の50%

3
0
0

4
,
05

0
3
,5

0
0

7
,
85

0
1
,
80

0

9,000 3,600 9,500 4,000

GL
C1 C1 C1 C1

FG5 FG7

G5 G9 G13

FG8 FG7

G5

CG2

A B C D E

3
0
0

4
,
05

0
3
,5

0
0

7
,
85

0
1
,
80

0

9,000 3,600 9,500 4,000

GL
C1 C1 C1 C1

G5 G9

CG2

A B C D E

G5

EW25

W15

G5

FG5 FG4

FG5 FG6

30
0

4,
0
50

3
,
50

0

7,
8
50

1
,8

0
0

9,000 3,600 9,500 4,000 4,562

GL
C1 C1 C1

G5 G9

A B C D E

G5

C4

2,816

C1

1,3008,200

G11

FG6

W25

FG6 FG7

FG6 FG6

W20

30
0

4,
0
50

3
,
50

0

7,
8
50

1
,8

0
0

9,000 3,600 9,500 4,000 4,562

GL
C1 C1 C1

A B C D E

C1

1,3008,200

G11

FG6

W25

FG6 FG7

FG6 FG6

W20

G5 G9 G5

C5C5

3
0
0

4
,
05

0
3
,5

0
0

7
,
85

0
1
,
80

0

9,000 3,600 9,500 4,000

GL
C1 C1 C1 C1

G5 G9

CG2

A B C D E

G5

EW25

W15

G5

FG5 FG4

FG5 FG6

C4

2,816

3
0
0

4
,
05

0
3
,5

0
0

7
,
85

0
1
,
80

0

9,000 3,600 9,500 4,000

GL
C1 C1 C1 C1

FG5 FG7

G5 G9 G13

FG8 FG7

G5

CG2

W20

A B C D E

3
,
3
00

11通軸組図(改修後) S=1/100

9通軸組図(改修後) S=1/100

3通軸組図(改修後) S=1/1002通軸組図(改修後) S=1/100

4通軸組図(改修後) S=1/100

10通軸組図(改修後) S=1/100

C4

W20新設

目隠し壁
W20新設

目隠し壁

2
,
50

0

C4

W20新設

目隠し壁

90
5

W20新設

目隠し壁

2
,
50

0
9
0
5

建築構造

軸組図(改修後)

1/100　

S-13

みさかの湯大規模改修工事
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みさかの湯大規模改修工事 建築構造

S-14

2 - D13

2 - D13

6φ(SR235)

20
0

200

1
 -

 
D1

3

D10 - 200@S

既存躯体 W15

6φ(SR235)

接合筋 D13 - 200@

(ナット付)

樹脂アンカー 1-D13

首下 Ld=300 mm

埋込長 100 mm 既存躯体 W15

(片面:100mm又は両面5d)

D
1
0 

-
 2

0
0@

S

既存躯体 W15

200

接合筋 D13 - 200@

(ナット付)

樹脂アンカー 1-D13

首下 Ld=300 mm

埋込長 100 mm

増設壁 W15

既存柱

既存床

既存壁 W20

200

接合筋 D13 - 200@

(ナット付)

樹脂アンカー 1-D13

首下 Ld=300 mm

埋込長 100 mm

接合筋 D13 - 200@

(ナット付)

樹脂アンカー 1-D13

首下 Ld=300 mm

埋込長 100 mm

D10 - 200@S

D10 - 200@W

D
10

 
-

2
00

@
S

既存梁

開口補強筋　2 -D13

開
口

補
強

筋
　

2 
-
D1

3

開
口
補
強
筋
　
2 
-D
13

接合筋 D13 - 200@

(ナット付)

樹脂アンカー 1-D13

首下 Ld=300 mm

埋込長 100 mm

既存鉄筋とフレア溶接
斫り出し

(片面:100mm又は両面5d)

接合筋 D13 - 200@

(ナット付)

樹脂アンカー 1-D13

首下 Ld=300 mm

埋込長 100 mm

D
10

 
- 

2
00

@
W

増設壁 W20

斫り出し
既存鉄筋とフレア溶接

1
,
04

3

3,700

5
100

3
1
8

1
,1

5
2

300

12
0

無収縮モルタル　t30

ANCHOR B  2 - M16(貫通)

BASEPL - 16 300×120

ANCHOR

ANCHOR

H - 100×100×6×8 (SS400)

SHS

400

85
0

G5

上端筋 4 - D25

4 - D25下端筋 (端部)

6 - D25 (中央)

増設壁　W15  W20　配筋詳細図　S=1/20

300

5
5
0

B4

上端筋

下端筋

3 - D19

3 - D19

ST 2 - D13 @200

ST 2 - D10 @200

6φ(SR235)

新設屋根　鉄骨詳細図　S=1/20

改修リスト(1)

1：30  1:20

S1

B4

3
,7

0
0

3,700

S1

B4

ANCHOR

ANCHOR

ANCHOR SHS

SHS

SHS

ANCHOR

ANCHOR

スラブ 平面図　S=1/30

設備開口

ANCHOR 2 - D13

2 - D13

2
 
-
 D

1
3

斫り出し

S1

G
5

G8

G1

既存鉄筋とフレア溶接

ヨ
コ

 D
1
0-

2
00

@
S

タ
テ

 
D
10

-
20

0
@S

既
存

壁

ヨコ D10-200@S

タテ D10-200@S

既存壁

2
00

200D13

ヨ
コ

 
D
10

-
20

0
@
S

タ
テ

 
D1

0
-2

0
0@

S

増
設

壁

W
1
5

ヨコ D10-200@S

タテ D10-200@S

200

増設壁

W15

15
0

150

150

150

増設壁 W15 平面図　S=1/30

SHS : H-100×100×6×8(SS400)

GPL-6 1×2-M16(S10T)

母屋・垂木 : C-100×50×20×2.3 @600



縮　尺

A3 :

物件名称

図面名称
No.

区分

A1 :

表記の50%

みさかの湯大規模改修工事 建築構造

S-15

G5

C4C1

既存柱 既存柱

6φ(SR235)

接合筋 D13 - 200@

(ナット付)

首下 Ld=300 mm

埋込長 100 mm

樹脂アンカー 1-D13

接合筋 D13 - 200@

(ナット付)

首下 Ld=300 mm

埋込長 100 mm

樹脂アンカー 1-D13

W20

2
,
50

0
90

5
5
0

2
,
50

0
6
55

2
50

90
5

5
0

1,500

800 800

200

2 - D13

D13

D13 - 200@

2 - D16

捨てコンクリート t=50

想定固化材添付量 300kg/m3

使用固化材種類

(最終決定は配合試験による)

高有機質土&六価クロム溶出抑制型

改良体設計基準強度 600KN/㎡

スリーSG-cube工法同等

柱状地盤改良

φ800 L=4.5m(平均)

D16 D16

D10 - 200@ D10 - 200@

D13 - 200@ D13 - 200@

D10 - 200@ D10 - 200@

2,
0
00

D13 D13

(4 - D13)

(D13)(D13)

50
0

目隠し壁

D10 - 200@W

D
10

 
- 

2
00

@
W

2 - D16

2 - D16

4 - D13

4 - D13 2 - D13

D
13

 
-
 2

0
0@

W

D
13

 
- 

2
0
0@

W

D10 - 200@W

D10 - 200@W

2
 -

 
D
13

既存壁

W20

FG7

接合筋 D13 - 200@

(ナット付)

首下 Ld=300 mm

埋込長 100 mm

樹脂アンカー 1-D13

目隠し壁配筋詳細図　S=1/20

改修リスト(2)

1：20

D
1
0
 -

20
0
@W

増設壁 W20

D10 - 200@W

目隠し壁

2 - D13

2
,
50

0



縮　尺

A3 :

物件名称

図面名称
No.

区分

A1 :

表記の50%

D13 -200@

みさかの湯大規模改修工事 建築構造
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S-17

調査位置

ＧＬ-4.50Ｍ

ＳＷＳ地盤調査
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19設備基礎

1：20

受水槽(源泉)基礎配筋詳細図　S=1/20

想定固化材添付量 300kg/m3

使用固化材種類

(最終決定は配合試験による)

高有機質土&六価クロム溶出抑制型

改良体設計基準強度 600KN/㎡

スリーSG-cube工法同等

柱状地盤改良

φ1000 L=4.5m(平均)

共通

3
,6

0
0

SGL

1,000

D13 - 250@

D13 - 250@

D13

D13 - 250@

D13 - 250@

捨てコンクリート t=50
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0

3
00

5
0

キュービクル基礎配筋詳細図　S=1/20 受水槽(井水)基礎配筋詳細図　S=1/20
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注) 深部モールドコアにおいて、Xi7＜Fcの場合は、材齢28日強度を確認する。

)により決定する場合は、X

１．工　事　概　要

本地業は、セメントスラリーを用いたスラリー系機械攪拌式深層混合処理工法による地盤改良地業である。

この工法は、セメント系固化材を原地盤と攪拌混合し、現地盤をコラム状に固化する地盤改良を行うものである。

２．一　般　事　項

３．特　記　事　項

(1)

配合等について土質や地盤状況により変更した方が適切と判断される場合は、監督員の承認の上に変更することができる。

(2)

(3) 設計の要求する性能を確保するため、適切な配合管理、施工管理および品質検査を実施する。

(4) セメントスラリーを用いた機械攪拌式深層混合処理工法のスリーエスＧ工法協会に所属する会員とする。

(5) 工法の選定は、(財)日本建築総合試験所において下記の性能証明を有する工法を選定する。

①変動係数25％が砂質土、粘性土、ローム地盤で採用できること。

②小規模建築物に対する品質管理が規定されていること。

③材齢７日強度で合否判定が可能であると認定されていること。

コラムの径、掘削深度（改良長＋空掘長）、本数配置等は設計図書による。但し、コラムの径・長さ・本数・位置及びセメントスラリーの

(3) 配合量（固化材量とW/C）

室内配合試験の結果あるいは過去の工事実績に基づいて、配合強度を満足するように決定する。

X  =  X ／ α X  =（ X ／ α  )　／　σ

：室内配合強度(28日強度)（kN/㎡） ：室内配合強度(7日強度)（kN/㎡）

X ：配合強度（kN/㎡） ：配合強度（kN/㎡）

α

σ

室内配合試験(3日強度：X

X

【最終的には配合試験により決定する。】

　　　　　　　　　　　　　　

l28 f   f l7 f f 7

l28

α

f

f

X

X

l7

f

f

7

８．品　質　検　査

(1) 設計対象層及び調査箇所数。

①

②

表１．調査箇所数

(2) メーターサンプラーによる品質管理

設計対象層に対しメーターサンプラーにてサンプリングを行う。

改良部の連続性、土塊混入状況、及び不良率の確認をフェノール試験、指圧試験により行う。

ただし、現場状況等によりメーターサンプラーによるサンプリングが困難な場合は、深部モールドコアを1箇所追加し、計2箇所

でサンプリングすることによりメーターサンプラーの代用を行う。

高温養生（60℃）による材齢1日圧縮試験を行う。

これらにより、健全な品質を確認しモールドコア試験を実施する。

(3) 合否の判定

① 抜き取り１箇所に対して３個の供試体を採取する。

② 合否の判定はn個(コアの個数)の一軸圧縮試験結果が、下式を満足する場合を合格と判定する。

Xi ≧ Fc

Xi ：検査対象層より採取した個々のコアの一軸圧縮強さ（材齢7日）（1 ≦ i ≦ n）（kN/㎡）、

　（もしXi7＜Fcの場合は、Xi28≧Fcを確認する。）

Fc ：設計基準強度（kN/㎡）

n ：コアの抜き取り個数

i ：個々の供試体

９．工　事　報　告

工事完了後、次の項目について報告書をまとめ、監督員に提出する。

① コラム伏図及び番号

② コラムの施工日

③ コラムの径及び改良長

④

⑤ 固化材の配合と使用量

⑥ モールドコア圧縮強度試験結果

掘削深度

小規模建築物に
おける品質検査

頭部モールドコア

深部モールドコア

採取部位項　　目 採取箇所数 備　考

材齢  7日

材齢  7日

l3 l7

設計対象層は最弱層とし、砂質土、粘性土、ロームの土質区分では（粘性土）とする。

設計対象層(最弱層)の深度は、GL-(3.00 ～ 4.00m)付近とする。

2箇所

1箇所

)、Ｗ/Ｃ＝70％3暫定配合量300(kg/m

コラム設計基準強度はFc=600kN/㎡とする

：現場／室内強度比（強度比0.65；実績より） ：現場／室内強度比（強度比0.65；実績より）

配合強度 X

f　　　　　　　　　　　　　　

f

f

：設計基準強度（kN/㎡）Fc

：配合強度（kN/㎡）X

X

配合強度(2)

セメントスラリーに使用する固化材は、セメント及び、セメント系固化材とする。(1)

７．配　合　管　理

施工機器及び仮設設備と配置

配合管理・施工管理・品質管理の方法

建築技術性能証明書

その他、必要事項(8)

(7)

(6)

(5)

工事要領（使用固化材・配合・攪拌翼の昇降速度・吐出量等）(4)

(3) 工事期間及び工程

工事内容（コラム径・コラム長・空掘り長・コラム数・設計基準強度）(2)

(1) 地盤概要

工事に先立ち、施工計画書を監査員に提出する。施工計画書は次の事項を明記する。

4．施　工　計　画

５．施　工　機　械

(1) 攪拌翼はセメントスラリーと原位置土を確実に攪拌混合するための共回り現象を防止する攪拌装置を装備すること

攪拌翼は上下にセメントスラリー吐出口を設け、掘削時に下吐出口から引上げ時に上吐出口からセメントスラリーを吐出可能な吐出切替構造であること(2)

(3) 所定の施工管理項目の計測及び記録ができる管理装置を用いること

改良機本体は本工事の施工仕様を満足させる施工制御機器を装備したものでリーダー付及び自走式タイプであること(4)

(5) ミキシングプラントは所定吐出量を十分供給できる能力を有していること

６．配　合　試　験

本工事に先立ち現場から試料土を採取して、所定の室内配合試験を実施し、所要の強度が得られるよう配合条件を決定する。(1)

試験名 室内配合試験

1箇所試料箇所数

は設計基準強度Fcの1.7倍に設定する。

　=　Fc × 1.7

を材齢7日／材齢3日強度比で割った配合強度とする。

：材齢28日／材齢7日強度比

　　頭部モールドコアの抜き取り数は、改良体100本に1箇所以上とする。

品質及び施工管理は、スリーエスＧ工法品質・施工管理マニュアルに基づいて行うものとする。(6)

本地業は、本特記仕様書によるほか、「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」（以下指針という）及び

スリーエスG工法　品質・施工マニュアルによる工事を行う。

ス リ ー エ ス G - cube 工 法  特 記 仕 様 書　［GBRC性能証明 第07-21号改2］

ス リ ー エ ス G - cube 工 法  特 記 仕 様 書
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